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旭川医科大学二輪草センター　菅野　恭子

　この度、平成28年度大学医学部・医学会女性医師

支援担当者連絡会に参加させて頂きました。大学の

女性医師支援の取り組みについて北海道大学と和歌

山県立医科大学の取り組みの紹介がありました。

　北海道大学では平成22年から病児保育が開始され

ていますが、平成28年度の利用実績が１日あたり

1.46人とのことでした。また、病児保育の必要性や

病児保育の導入によって欠勤日数を減らせるのでは

ないかとの発表がありました。当センターでは平成

21年から病後児保育、平成26年から病児保育を開始

していますが、現時点で0.3人/日と、ここ最近の利

用数が伸びていません。職員へのニーズアンケート

では、病児、病後児保育利用時の対応、手続きの簡

略化を希望される意見がでました。当施設では利用

する際、医師の診断書が必要であり、それがネック

となっているようです。連絡会後の意見交換会で福

島県立医科大学男女共同参画支援室の小宮ひろみ先

生とお話しする機会があり、福島県立医科大学では

病児保育担当の小児科医がいて、利用前の診断から

利用時に何かあった際の対応もしてくれているとの

ことでした。当センターでも多くの職員に利用して

頂けるよう、何らか働きかけが必要であると考えま

した。和歌山県立医科大学の発表の中で、９年間和

歌山で働く地域医療枠を設けているそうですが、卒

後３年目には男性は入学時の半分に減っているのに

対して女性は数が減っていないのが印象的でした。

女性医師の場合、復職後のサポートシステムが整っ

ていれば、母校に在籍しやすいことの表れなのかも

しれません。学会の取り組みとして日本産科婦人科

学会からは産婦人科医は増加しているが、病院勤務

医師のなかで、増加したのは妊娠・育児中の女性医

師のみという現状を知ることができました。当直翌

日の勤務緩和も実施されておらず、産婦人科医の過

重労働が改善していないようです。日本耳鼻咽喉科

学会からは学会の役員における女性医師の比率が10

～ 20％程度で、意思決定の場に参画できている女

性の割合は４％弱とのことでした。指定演者・座長

に占める女性の比率もいまだ少ないのが現状のよう

です。最後に女性のモチベーション、やる気、耳鼻

科の楽しさを伝えることが大事とのことでしたが、

これはどの科にも通じる事だと思いました。今回の

会を通して学んだ他施設での工夫や取り組みを今後

に生かしていければと思いました。この度はこのよ

うな機会を与えて頂き誠にありがとうございまし

た。

　平成29年１月から、協会けんぽの各申請書・届出書の下部にマイナンバー記載欄が追加されました。

　新様式の申請書は、協会けんぽホームページより印刷、または協会けんぽ北海道支部までお電話でご依

頼くださいますようお願い申し上げます。

　なお、被保険者の方は保険証の記号・番号を記入した場合、マイナンバーの記入は不要になります。

　本件についてのご依頼・お問い合わせについては「協会けんぽ北海道支部」　（011）726－0352（代表）

までお願いいたします。

協会けんぽにおけるマイナンバーの取り扱いについて


